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▪
き
び
し
い
気
象
条
件

　

純
白
の
山
頂
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
像
に
は

エ
ビ
ノ
シ
ッ
ポ（
霧
氷
の

一
つ
）が
整
然
と
並
び
、

真
っ
青
な
空
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
見
事
で
す
。
冬

の
伊
吹
山
に
は
、
た
く
さ

ん
の
岳
人
が
、
そ
の
白
い

頂
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

雪
崩
を
避
け
る
た
め

に
、
夏
の
登
山
道
と
は
ル

ー
ト
が
異
な
り
、
ち
ょ
う

ど
す
り
鉢
状
の
真
ん
中
を

一
直
線
に
登
っ
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
８
～
９
合

目
あ
た
り
は
、
上
る
に
つ

れ
て
高
度
感
が
増
し
、
恐

怖
心
を
抱
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
ピ
ッ
ケ
ル
や
ア
イ

ゼ
ン（
滑
り
止
め
と
し
て

靴
底
に
装
着
す
る
金
属
製

の
爪
が
つ
い
た
道
具
）は

必
携
で
す
。

　

冬
の
伊
吹
山
登
山
は
、

雪
の
造
形
が
つ
く
り
出
す

大
絶
景
が
広
が
り
ま
す
。

同
時
に
、
大
陸
か
ら
の
季

節
風
が
吹
き
つ
け
て
暴
風

多
雪
と
な
り
、
大
変
き
び

し
い
気
象
条
件
に
な
り
ま

す
。
ひ
と
た
び
天
気
が
悪

化
す
れ
ば
、
雪
崩
、
滑

落
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

（
雪
や
雲
な
ど
で
視
界
が

白
一
色
と
な
り
、
方
向
・

高
度
・
地
形
の
起
状
が
識

別
不
能
と
な
る
現
象
）、

道
迷
い
、
低
体
温
症
な
ど

の
危
険
も
あ
り
、
常
に
死

と
隣
り
合
わ
せ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

▪
か
つ
て
は
測
候
所
が

　

冬
の
伊
吹
山
と
い
え

ば
、
有
人
観
測
史
上
、
世

界
一
の
積
雪
量（
11
・
82

ｍ
）を
記
録
し
た
の
は
、

１
９
２
７
年
の
こ
と
で

す
。
そ
の
記
録
は
未
だ
に

破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
は
、
伊
吹
山
山

頂
に
測
候
所（
１
９
１
８

～
２
０
０
１
年
）が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
面

影
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
代

わ
り
に
「
殉
難
之
碑
」
が

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま

す
。
１
９
３
１
年
12
月
15

日
、
測
候
所
の
勤
務
交
代

の
た
め
に
登
山
中
、
３
合

目
で
猛
吹
雪
と
な
り
遭
難

さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
３

年
後
に
も
山
頂
付
近
で
雪

崩
に
巻
き
込
ま
れ
命
を
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
吹
山
表
登
山
道
の
１
～

10
合
目
は
、
測
候
所
建
設

に
向
か
う
資
材
運
び
の
方

の
休
憩
場
所
に
ち
な
ん
で

刻
ま
れ
た
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
伊
吹
山

麓
、
三
島
池
か
ら
望
む
白

色
の
伊
吹
山
は
格
別
で

す
。
ど
っ
し
り
と
重
量
感

が
あ
り
、
池
に
映
し
出
さ

れ
る
山
容
は
麗
人
の
ご
と

く
魅
了
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

伊吹山
やまはな便り

重量感があり、麗人のごとく魅了される山容
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■…独特の冬の気象…■

当
時
の
測
候
所

雪
原
と
真
っ
青
な
空

像
に
で
き
た
エ
ビ
ノ
シ
ッ
ポ

殉
難
之
碑

５
合
目
付
近
か
ら
山
頂
部
に
連
な
る
冬
山
の
ル
ー
ト


